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まちの話題

６月８日（土）にグリーンパーク想い出の森を
主会場に「第 11 回 FAIRY TRAIL びわ湖高島ト
レイルランニング in くつき」が開催されました。

海外を含む全国各地から昨年度を上回る 1037
人のエントリーをいただき、朽木の山々を駆け抜
ける３つのコースで熱いレースが展開されまし
た。（市民スポーツ課）

あたたかいおもてなしと、琵琶湖を育む美しい森で開催
FAIRY TRAIL びわ湖高島トレイルランニング in くつき

5/12　北船木マルシェ

5/3　ＯＢＣ高島ロゴワッペン

４月　地域通貨「アイカ」
　　　スタート　

11 月　高島市が地方自治法施行 60
周年記念総務大臣表彰受賞

３月　中江藤樹生誕 400 年祭
　　（約７か月間にわたり開催）

６月　「平成の名水百選」に
　　　「針江の生水」選定

９月　第１回市民劇「藤の樹と風
とー中江藤樹物語ー」上演

高島市民会館で、NHK「テレどーも !」の公開収録があり、
約７５０人が参加しました。中継を通して歌のお姉さんや
どーもくんらと交流し、場内は子どもたちの元気な声が響
いていました。

←会場を盛り上げたラニーノーズの
　２人

３月　重要文化的景観に「海津・西
浜・知内の水辺景観」選定

問 企画広報課　 （２５）８１３０

５月に開催した事業をご紹介します。

【連携事業】

5/26　NHK「テレどーも !」公開収録

20 周年特設
サイトはこちらから
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　教育委員会 information
問 環境政策課　　　　　 （２５）８１２３

環境センター建設課　 （２５）８１０４

可燃ごみ搬出量
　現在、ざん定処置として、三重県の民間ごみ処理業者へ委託
して焼却処分しています。ごみの量に応じて処理費用を負担す
ることになりますので、ごみの分別や減量にご協力ください。

測定月 収集量
令和５年５月分 　1,149t
令和６年５月分 1,036t（前年比 113t 減）

安全安心

▼令和６年度スポーツ推進委員（敬称略） ス
ポ
ー
ツ
で　

地
域
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元
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に
！　

あ
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【
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】
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で
は
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取
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と
が
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き
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機
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慣
の
向
上
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努
め
て
い
ま
す
。

マキノ地域 池田 武蔵、井花 春美、小川 英昭、
寺井 治幸、中村 真由美

今津地域 伊﨑 一朗、河原田 豊則、木下 知美、
木下 美里、堀居 真帆、山本 渉

朽木地域 上原 忍、河合 広雄、岸本 泰子、
武田 基裕、前川 紀子

安曇川地域
青木 登、井上 幸子、梅村 晶子、
梶谷 明美、川越 秀樹、清水 英和、
添田 将智、田邉 栄美子

高島地域 木津 紘子、澤 悦弘、田中 孝夫、
堤 千賀子、吉村 光弘

新旭地域 饗庭 一弥、足立 久美子、井保 竜也、
大鉢 均、川口 めぐみ、清水 佳治
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【お詫びと訂正】広報たかしま６月号に次の誤りがありました。お詫びのうえ訂正いたします。
P18 育英資金の募集時期 高島市高島屋奨学金育英資金　（誤）令和７年１月

高島市育英資金　　　　（誤）令和６年 11 月
（正）令和６年 11 月
（正）令和７年１月

新ごみ処理施設整備基本計画に基づき、令和11年度中の焼却施設稼働、令和14年度のリサイクル施設
稼働をそれぞれ目指しています。新ごみ処理施設は大きく分けて３つの施設から構成される予定です。
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２
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不法投棄者の車両
ナンバー、場所、
時間、種類等を通
報するヤン！

③管理棟
　見学者の受付場所やごみ処理に関する
学習拠点として活用します。また、災害
時には緊急避難場所としての利用も想定
しており幅広い役割を担います。

←計量棟

①ごみ焼却施設
　２基の焼却炉でごみを
８００℃以上の高温で焼却
し、ダイオキシン類などの
有害な物質の発生を抑制し
ます。

②リサイクル施設
　資源化物や粗大ごみを受け
入れ、分別し、再生工場へ送
り出します。

※検討段階でのイメージ図です。

新ごみ処理施設って
　どんな建物が建つのかな？
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内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 26件 ＋３件
死 者 数 １人 ０人
傷 者 数 31人 ＋６人

５月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.054μSv/h 0.051μSv/h
今　津（今津支所車庫付近）

0.035μSv/h 0.039μSv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）

0.062μSv/h 0.066μSv/h
安曇川（安曇川支所南側駐車場）

0.046μSv/h 0.047μSv/h
高　島（高島支所東駐車場）

0.052μSv/h 0.051μSv/h
新　旭（高島市役所本館北側車庫付近）

0.047μSv/h 0.050μSv/h
※�測定地点は他に24か所あります。昨年度の測
定結果は、市のホームページをご覧ください。
※�日本での自然放射による時間線量の通常の値
はおおむね0.2μSv/h以下です。

火　災 件　数 前年比
建 物 ３件 ＋１件
車 両 １件 ０件
林 野 ０件 ０件
そ の 他 ３件 ＋２件

救　急 件　数 前年比
交通事故 61件 ＋11件
一般負傷 245件 ＋59件
急 病 829件 －22件
そ の 他 148件 ＋27件

救　助 件　数 前年比
火 災 ０件 ０件
交通事故 11件 ＋５件
水難事故 ３件 －１件
そ の 他 10件 ＋４件

発生場所 件　数
マ キ ノ ３件
今 津 ４件
朽 木 ２件
安 曇 川 ３件
高 島 １件
新 旭 13件

※概数

（令和６年５月末現在）

交通事故発生状況
高島警察署　 （22）0110

（令和６年５月末現在）

火災・救急・救助件数
通信指令課　 （22）1234

環境放射線測定結果
原子力防災対策室　 （25）8133

滋賀県警Facebook
最新情報はこちらから
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問 健康推進課　 （２５）８０７８
　　　　　　　 （２５）５６７８

  　kenko@city.takashima.lg.jp

献血へのご理解とご協力を
お願いします！

献血推進献血推進
キャラクターキャラクター

「けんけつちゃん」「けんけつちゃん」

問 高齢者支援課
（地域包括支援センター）

（２５）８１５０
    （２５）８０５４

 高島市民病院　 （３６）０２２０

　今年も暑い日がやってくるため、熱中症対策は必要です。
　急激な気温上昇や暑い環境に体が対応できていないと熱中症のリスクが高くなります。
　次の５項目に注意して、熱中症を予防しましょう！

熱中症対策熱中症対策をを行いましょう！行いましょう！

熱中症の予防策

扇風機やエアコンなどで
こまめな温度調節を
しましょう

遮光カーテンやすだれ、
打ち水で暑さを
避けましょう

外出時には
日傘や帽子を
着用しましょう

こまめに水分・塩分を
補給しましょう

天気の良い日は日陰を
利用し、こまめに休憩を
とりましょう

年
齢
と
共
に
血
管
も
変
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し
て
い

き
ま
す
。
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と
、
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き
ま
す
。

し
か
し
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足

な
ど
の
不
健
康
な
生
活
習
慣
を
続
け

る
こ
と
で
、
実
年
齢
以
上
に
血
管
の

老
化
を
加
速
さ
せ
、
動
脈
硬
化
を
招

い
て
し
ま
い
ま
す
。

７
月
１
日（
月
）か
ら
31
日（
水
）

ま
で
の
１
か
月
間
は
、全
国
で
「
愛

の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
は
、
長
期
保
存
や
人
工
的

に
造
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

血
液
事
業
を
安
定
的
・
継
続
的
に

維
持
し
、
血
液
製
剤
（
献
血
で
提

供
さ
れ
た
血
液
か
ら
つ
く
ら
れ
る

く
す
り
）
の
国
内
自
給
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

献
血
に
つ
い
て
一
人
一
人
の
理

解
と
協
力
を
求
め
、
献
血
活
動
の

一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

血
管
の
壁
が
厚
く
な
っ
た
り
、
硬

く
な
っ
た
り
し
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

正
常
な
血
管
は
柔
ら
か
く
弾
力
性

が
あ
り
ま
す
が
、
動
脈
硬
化
を
起
こ

し
た
血
管
は
硬
く
、
も
ろ
く
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
血
管
が
詰
ま
っ
た

り
、
破
れ
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
た

め
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血
、
心
筋
梗
塞

を
引
き
起
こ
し
ま

す
。

①
血
管
を
傷
め
な
い

禁
煙
、
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

②
血
圧
を
上
げ
な
い

血
圧
を
上
げ
る
主
な
要
因
は
塩
分

の
と
り
す
ぎ
と
肥
満
で
す
。

減
塩
を
中
心
と
し

た
食
生
活
で
血
圧
を

安
定
さ
せ
、
血
管
に

か
か
る
負
担
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

減
塩
の
豆
知
識

③
血
液
を
ド
ロ
ド
ロ
に
し
な
い

血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
原
因
で

あ
る
、
食
べ
過
ぎ
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
偏
り
を
改
善
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
適
度
な
運

動
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

血
管
の
状
態
は
、
血
液
検
査
を
す

る
こ
と
で
分
か
り
ま
す
。
血
液
検
査

は
、
健
診
で
実
施
で
き
ま
す
。
ま
だ

健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
こ
の

機
会
に
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

血
管
を
守
っ
て
健
康
寿
命
を
伸
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
本
人
の
１
日
当
た
り
の

食
塩
目
標
摂
取
量
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

男性　7.5ｇ未満
女性　6.5ｇ未満

上
手
に
減
塩
す
る
方
法

○
め
ん
類
の
汁
を
残
す

○
み
そ
汁
は
、
汁
を
少
な
く

具
だ
く
さ
ん
に

○
し
ょ
う
ゆ
は
「
か
け
る
」

よ
り
「
つ
け
る
」

塩分をとり塩分をとり
すぎていますぎていま
せんか？せんか？

知
っ
て
得
す
る
！

血
管
を
守
る
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
？

動
脈
硬
化
と
は
？

血
管
を
守
る

た
め
に
は

血
管
を
守
る
生
活
習
慣
！

何
か
ら
取
り
組
み
ま
す
か
？

７
月
は
「
愛
の

血
液
助
け
合
い

運
動
」
月
間
で
す

令
和
５
年
３
月
の
高
島
市
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
で
は
、
人
生
の
最
期
を
迎
え
た
い
場
所
は
「
自
宅
」
を

希
望
す
る
人
が
約
半
数
あ
り
ま
し
た
。

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
、
家
族
や
大
切
な
人
と

共
に
暮
ら
し
、「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
を
考
え
る
た
め
に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
　
時　
　

７
月

20
日（
土
）14
時
～
16
時

▼
場
　
所　
　
安
曇
川
公
民
館

▼
講
　
師　
　
萬
田
診
療
所　
院
長　
萬
田 

緑
平
さ
ん 

▼
申
込
先　
　
高
島
市
医
師
会　
在
宅
療
養
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
０
）９
０
０
５

がん患者さんを専門に群馬県で
外来診療・訪問診療を行っています。
「より良く生きるために」「本人の

好きなように」 最期まで生ききるた
めのお手伝いをしています。

多くの患者さんの最期をご家族と
ともに看取った経験を、患者さんや
ご家族の生の声、映像とともにお話
します。

在
宅
療
養
講
演
会

萬田 緑平さん萬田 緑平さん

在
宅
療
養
講
演
会

「
最
期
ま
で
目
一
杯
生
き
る
」

在
宅
療
養
講
演
会

「
最
期
ま
で
目
一
杯
生
き
る
」
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困ったときはひとりで悩まず、
ご相談ください

１１
８８
８８

ごご相相
談談はは

問 消費生活センター
　 （２５）８１０６

開館時間開館時間 電話番号電話番号 7 月の休館日7 月の休館日 7 月のおはなし会7 月のおはなし会
今津図書館 10 時～ 19 時（土は 21 時） ☎（２２）３８２７ 水・木曜日 14 日日安曇川図書館 10 時～ 19 時（金は 21 時） ☎（３２）４７１１ 月・火曜日
マキノ図書館

10 時～ 18 時

☎（２７）０３５０
月（15 日除く）
火曜日・17 日水

13 日土
朽木図書サロン ☎（３８）２３２４ 27 日土
新旭図書室 ☎（２５）２８１１ 11 日木
高島図書室 ☎（３６）２１６０ 20 日土

0

10

20

30

70歳以上60歳代50歳代40歳代30歳代20歳代20歳未満

LIFE!!LIFE!!たかしまたかしま
問 市民協働課　 （２５）８５２６

問 保険年金課　　　 （２５）８１３７
　 大津年金事務所　 ０７７（５２１）１１２６

シリーズ

「移住で知った四季の素晴らしさ」
松尾さん　ご家族

〇相談件数は２８２件で、年代別にみると 60 歳以上が半数以上を占めました。
〇通信販売によるトラブルの相談が一番多く、定期購入の解約に関する相談は、ほとんどが健康食品や化

粧品でした。
〇実在する会社をかたる架空請求の電話や、個人情報をだまし取ろうとする成りすましメールに関する相談

も多く寄せられました。

▼年代別相談件数

一日一種／著
水谷知生　長谷成人／監修

『いきものづきあいルールブック』
（誠文堂新光社）

本書は、ストーリーマンガを
読みながら、自然の生き物と
関わるときに気をつけるべき
法律やマナーを解説していま
す。良かれと思い野生動物を
助けても、実は法律違反にな
ることもあるので、ご注意を。

催し物の詳しい内
容は各図書館のチ
ラシやホームペー
ジ を ご 覧 くだ さ
い。

　この他にも新しく入った本がありますので、新着・新刊
案内は、各図書館での掲示、チラシやホームページをご覧
いただくか、各図書館までお気軽にお問い合わせください。

〇エントランス展示
「広島の高校生が描いた原爆の絵」展
出展：新日本婦人の会 高島支部
期間：１日月～ 30 日火 　開館時間中

今津図書館

▼通信販売に関する相談の年齢構成

〇かけはし午後の朗読会
日時：30 日火　14 時～ 14 時 30 分
朗読：音訳サークルかけはし
作品：柏田 道夫 / 作『武士の料理帖』から

「たまごかゆ」他

2020歳未満歳未満 ２ ２件件 2020歳代歳代 17 17件件

3030歳代歳代 21 21件件

4040歳代歳代 23 23件件

5050歳代歳代 30 30件件

6060歳代歳代 69 69件件

7070歳代以上歳代以上 87 87件件

その他・不明 33その他・不明 33件件
(人)

安曇川図書館

30周年

1313
2121 2424

２２
1010 ７７ 1010

令和５年度消費生活相談報告

７月 今月のおすすめ催し物のお知らせ

猶予制度は、本人が 50 歳未満の
期間について申請できる制度です。

経済的な理由などで国民年金保険料を納付すること
が困難な場合、本人、配偶者および世帯主それぞれの
前年所得が一定額以下であれば、保険料の納付が免除・
猶予される制度です。
※失業や事業の廃止（廃業）の届出または休止の届　

出をされた場合は、「特例免除制度」が利用できます。

◎老齢基礎年金を受けとれない場合があります。
◎障害・死亡といった不慮の事態が発生したときに障

害基礎年金や遺族基礎年金を受けとれない場合があ
ります。

◎受付開始日　
　７月１日㊊
◎対象年度
　令和６年度分
　（令和６年７月から令和７年６月まで）
◎場所　
　高島市役所保険年金課または各支所　
　（申請書は窓口に備え付けてあります。）
※免除や納付猶予の申請は過去２年まで（申

請月の２年１か月前の月分まで）さかのぼっ
て申請することができます。

申請の受付は？

◆詳しくは、市役所保険年金課または、大津年金事務所にお問い合わせください。

私たちはアウトドアが好きで、高島市は自然
豊かで住んで楽しい場所だと思い、家族３人
で大阪から１年前に移住しました。

移住して驚いたことは四季の素晴らしさで
す。今まで、いろいろな所に行きましたが、こ
んなにも四季を身近に楽しめる場所は初めて
でした。春には海津大崎の桜、夏には田んぼ
脇の用水路で蛍狩り、秋にはメタセコイア並
木の紅葉、冬には雪など、これらの景色全てが、
家から車で 20 分ほどの場所で楽しめることも
驚きでした。

今後は一軒家を購入し、庭でバーベキュー
をしたり、ガーデニングを楽しんだりと家族で
楽しみながら暮らしていきたいと思っています。

たかしまへ移住（Ｉ・Ｊ・Ｕターン）された方に、インタビュー！

高島市でア
ウトドアを

しながら自
然を満喫中

！

どんな制度？

保険料を未納のままにすると？

知っていますか？国民年金保険料免除制度知っていますか？国民年金保険料免除制度

2024.7 月号 222024.7 月号23



●写真 /イラスト/感想コーナー

スマートフォンや携帯電
話などからの応募も大歓
迎！また、市のホームペー
ジではカラーで掲載！

応募された作品の中から、編集部

で季節感やユーモアなどを基準に

選考し、20 作品を掲載します。

●みんなで５７５コーナー

【湖西線×棚田】
東にびわ湖、西に里山を望
むことができるので、どっ
ちの窓側に座っても絶景が
待ってるで♪

（たかＰ）

【今津総合運動公園で】
手作りのＪＲ湖西線とＪＲ江
若線の電車が同じ線路を走
ることが実現しました！
投稿 / 桂田 正孝（今・弘川）

各
コ
ー
ナ
ー
の

申
し
込
み
先

【郵　便】　〒 520-1592　高島市新旭町北畑５６５番地　高島市企画広報課あて
【メール】　kikaku@city.takashima.lg.jp
①住所②氏名③電話番号④コーナー名⑤作品または意見・感想を記載してください。

【留意事項】　 ▼掲載は一人一点 ▼投稿物は返却不可 ▼添削有 ▼市民の方対象

　 　 　 　 　 　 ▼著作権など第三者の権利やプライバシーを侵害していないもの

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

円
水　
静
枝
（
マ
・
山
中
）

一
井　
　
聡
（
新
・
藁
園
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

渕
田
ふ
さ
子
（
高・武
曽
横
山
）

大
辻
ト
ミ
子
（
朽
・
岩
瀬
）

中
野　
　
正
（
安
・
田
中
）

桒
原　
雅
江
（
新
・
熊
野
本
）

前
川　
安
正
（
新
・
太
田
）

中
山
由
美
子
（
マ
・
森
西
）

中
村　
明
子
（
安
・
南
古
賀
）

杉
本
喜
美
子
（
今
・
弘
川
）

西
村　
忠
員
（
高
・
拝
戸
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

八
木　
初
子
（
安
・
南
船
木
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

八
木　
若
水
（
高
・
鴨
）

岡
本　
良
子
（
安
・
北
船
木
）

水
野　
初
美
（
マ
・
知
内
）

ラ
ム
ネ
飲
む　
男
の
喉
に
も　
ラ
ム
ネ
玉

短
冊
に　
願
い
シ
ン
プ
ル　
達
者
だ
け

鏡
池　
空
を
見
上
げ
ず　
天
の
川

新
緑
や　
胸
一
杯
に　
深
呼
吸

初
盆
や　
熟う

れ
て
愛
し
き　
ま
く
わ
種

お
ば
あ
ち
ゃ
ん　
宿
題
み
て
に　
解
る
か
な

群
泳
ぐ　
稚
鮎
の
影
や　
ピ
リ
辛
煮

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル　
上
手
く
使
え
ず　
食
べ
ら
れ
ず

梅
雨
の
朝　
お
呼
び
で
な
い
の
に　
神
経
痛

湖
西
線　
外
を
眺
め
れ
ば　
山
水
画

風
鈴
や　
吾あ
こ子
泣
き
止
み
し　
音
色
か
な

あ
ぜ
道
を　
こ
ね
こ
と
散
歩　
影
２
つ

湖
西
線　
市
民
を
乗
せ
て　
半
世
紀

初
夏
の
風　
田
植
機
響
く　
空
の
青

朝
日
あ
び　
ヤ
ナ
に
飛
び
込
む　
ア
ユ
の
む
れ

初
夏
の
色　
響
く
歓
声　
甲
子
園

ツ
バ
メ
来
て　
早
や
幼
子
の　
声
を
聞
く

ツ
ル
が
言
う　
「
見
た
ら
ア
カ
ン
て　
閉
め
と
い
て
」

新
緑
の　
若
木
切
る
手
の　
た
め
ら
い
よ

温
暖
化　
球
児
も
避
け
る　
炎
天
下

▼掲載月

▼次回締切

７月25日（木）
必着

９月号

作
品
や
氏
名
に
は

作
品
や
氏
名
に
は

必
ず
必
ず
ふ
り
が
な

ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
ね
！

を
ふ
っ
て
ね
！

広報誌に写真・イラストを

掲載しませんか？

広報誌への感想を

お聞かせください。

nformationI
暮らしの情報

nformationI
暮らしの情報

暮らしの情報 暮らしの情報

お
知
ら
せ

物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業

「
地
域
通
貨
ア
イ
カ
」の

有
効
期
限
は
７
月
31
日

　
１
月
か
ら
お
届
け
し
ま
し
た「
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業　
地
域
通
貨
ア
イ
カ
」

の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
㊌
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
お
持
ち
の
方

は
、
期
限
ま
で
に
ア
イ
カ
取
扱
店
で
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
換

金
や
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

《
取
扱
店
》

　
最
新
の
取
扱
店
一
覧
は
、

高
島
市
商
工
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

商
工
振
興
課　

 （
２
５
）８
５
１
４

「
本
人
通
知
制
度
」の
ご
案
内

　
本
人
通
知
制
度
は
、
戸
籍
謄
本
や
住
民

票
の
写
し
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
等

に
交
付
し
た
場
合
に
、
そ
の
交
付
の
事
実

を
事
前
に
登
録
さ
れ
た
人
に
お
知
ら
せ
す

る
制
度
で
す
。

　
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
不
正
請
求

や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前
に

登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
手
続
き
は
、
市

民
課
お
よ
び
各
支
所
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※�

第
三
者
と
は
…「
同
一
世
帯
」以
外
の
方

（
個
人
、
法
人
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
な
ど
）を
指
し
ま
す
。

　
登
録
方
法
や
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課　

 （
２
５
）８
０
１
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
・
電
子
証
明
書
の

更
新
は
市
民
課
へ
！

⃝�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

（
５
月
１
日
申
請
分
か
ら
）

⃝�

電
子
証
明
書
の
更
新

の
手
続
き
は
市
民
課
で
の
み
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
」、「
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
通
知
書
」が
届
い

た
ら
市
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、

混
雑
緩
和
の
た
め
事
前
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

市
民
課　

 （
２
５
）８
０
１
８

令
和
７
年

高
島
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

 

令
和
７
年
１
月
12
日
㊐ 

14
時
～

 

高
島
市
民
会
館

 �

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

 �

令
和
６
年
10
月
１
日
時
点
で
高
島
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
へ
、
11
月
上

旬
に
案
内
状
を
お
送
り
す
る
予
定
で

す
。
住
民
登
録
が
な
い
方
で
、
二
十

歳
の
つ
ど
い
へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
社
会
教
育
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員
を

�

募
集
し
ま
す
！
】

　
実
行
委
員
と
し
て
参
画
い
た
だ
け
る
方

を
15
人
程
度
募
集
し
ま
す
。
二
十
歳
の
つ

ど
い
の
企
画
や
運
営
を
し
て
、
仲
間
と
一

緒
に
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
10
月

頃
か
ら
月
１
回
程
度
活
動
し
ま
す
。

 

電
話
、
メ
ー
ル

 

７
月
31
日
㊌

・

 

社
会
教
育
課

　

 （
２
５
）８
５
６
５

　

 syakyo@
city.takashim

a.lg.jp

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
型

北
の
近
江
振
興
事
業
補
助
金

　
滋
賀
県
北
部
地
域（
長
浜
市
・
高
島
市
・

米
原
市
）に
お
い
て
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ（
Ｃ
Ｆ
）を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
ま
れ
る
際
、
Ｃ
Ｆ

に
必
要
な
手
数
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼�

補
助
対
象
者　
長
浜
市
・
高
島
市
・
米

原
市
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｆ
を
活
用
し
て
事

業
や
活
動
を
行
う
個
人
、
団
体
、
企
業

等
で
あ
る
こ
と
。

▼
補
助
対
象
経
費　
Ｃ
Ｆ
手
数
料

▼
補
助
率　
２
分
の
１

▼
補
助
限
度
額　
１
０
０
万
円

 

11
月
30
日
㊏

※�

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
期
間
中
で
あ
っ
て
も
予
算
上
限
に

達
し
た
場
合
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

 �

滋
賀
県 

北
の
近
江
振
興
事
務
所

　

 

０
７
４
９（
５
３
）２
８
０
１
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暮らしの情報

７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
強
調
月
間
」で
す

　
飲
酒
、
喫
煙
、
深
夜
徘
徊
、
万
引
き
、

暴
力
行
為
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
非
行

の
防
止
や
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
地
域
全
体
で
青
少
年
を
見
守
り
、
育

て
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
家
庭
、

学
校
、
地
域
、
職
場
・
企
業
、
関
係
機
関

等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
任
を
果
た

し
つ
つ
、
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
、
一
体

と
な
っ
て
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
や
若
者
に
つ
い
て
気
に
な
る
行

動
が
あ
る
場
合
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 �

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー 

少
年
セ
ン
タ
ー

　

 （
２
５
）８
５
５
６

７
月
は 

＂社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
＂ 

強
調
月
間
で
す

　
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直

り
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
が
、
そ
の
罪

を
償
い
立
ち
直
ろ
う
と
し
た
と
き
に
は
社

会
が
し
っ
か
り
と
そ
の
人
を
受
け
入
れ
て

い
く
こ
と
、
そ
し
て
非
行
や
犯
罪
を
生
み

出
さ
な
い
地
域
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国

で
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は „
想
う
、

と
き
に
は
足
を
と
め
。＂ で
す
。
犯
罪
や
非

行
か
ら
の
立
ち
直
り
の
た
め
に
は
、
更
生

に
向
け
て
努
力
す
る
人
の
未
来
を
信
じ
て
、

そ
の「
変
わ
っ
て
い
く
時
間
」に
と
も
に
寄

り
添
う
人
た
ち
の
存
在
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会

を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

方
が
地
域
の
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
、

安
全
で
安
心
な
明
る
い
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

社
会
福
祉
課　

 （
２
５
）８
１
２
０

作
業
療
法
士
・
音
楽
療
法
士
を

派
遣
し
て
い
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
、
日
常
生
活

上
必
要
な
訓
練
・
指
導
等
を
行
う
作
業
療

法
士
・
音
楽
療
法
士
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。
必
要
な
方
、
相
談
し

て
み
た
い
方
は
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝�

作
業
療
法
士
と
は
病
気
や
事
故
な
ど
で
、

食
事
・
入
浴
・
ト
イ
レ
・
服
を
着
る
な

ど
の
日
常
生
活
動
作
が
難
し
い
方
に
対

し
て
指
導
助
言
を
し
ま
す
。

⃝�

音
楽
療
法
士
と
は
音
楽
の
持
つ
力
を
利

用
し
て
、
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
方
や
、

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
い
ま
す
。

 �

湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ほ
ろ
ん

　

 （
２
２
）４
０
４
１

催
　
し

　
市
民
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
料
・
入
場
料
の
記

載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

家
族
介
護
教
室

　
ご
家
族
の
介
護
を
し
て
い
て
、
不
安
に

思
っ
た
り
、
誰
か
と
話
し
た
い
と
思
っ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
家
族
を

介
護
す
る
方
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た

教
室
で
す
。

 

７
月
17
日
㊌ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

 �

新
旭
駅
西
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

エ
ス
パ

 �

第
１
回「
認
知
症
の
こ
と
」～
本
人
の

思
い
と
周
り
の
対
応
～

▼�

お
話　
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
、
た
か
し

ま
ケ
ア
メ
ン
カ
フ
ェ
の
仲
間
た
ち

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

元
気
な
仲
間

　

 （
２
０
）１
３
１
３

 

高
齢
者
支
援
課

　

 （
２
５
）８
１
５
０

水
泳
教
室（
社
会
参
加
促
進
事
業
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
や
身
体

機
能
の
維
持
・
向
上
を
目
的
に
、
水
泳
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

 �

７
月
23
日
㊋
、
30
日
㊋
、
８
月
10
日
㊏
、

30
日
㊎
、
９
月
３
日
㊋

　

 

12
時
～
13
時
30
分

 

今
津
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

 �

市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方

 

各
日
８
人
程
度

 

７
月
12
日
㊎

※�

ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

・

 �

湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ほ
ろ
ん

　

 （
２
２
）４
０
４
１

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座

　
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
専
門
資
格
が
な
く
て

も
、
こ
の
講
座
を
受
講
す
る
と
高
齢
者
の

生
活
支
援（
掃
除
・
ゴ
ミ
出
し
・
調
理
な

ど
）を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者

の
暮
ら
し
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

 

７
月
25
日
㊍ 

10
時
～
15
時

 �

新
旭
駅
西
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

エ
ス
パ

 �

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
得
・
事
例
交
流
、

高
齢
者
福
祉
の
現
状
等

 

７
月
19
日
㊎

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

元
気
な
仲
間

　

 

０
９
０（
５
０
１
０
）１
３
１
３

 

高
齢
者
支
援
課

　

 （
２
５
）８
１
５
０

森
の
自
然
講
座 

～
水
生
昆
虫
～

　
川
の
中
の
昆
虫
を
観
察
し
、
自
然
の
楽

し
さ
、
お
も
し
ろ
さ
に
触
れ
ま
す
。

 

７
月
27
日
㊏

 

森
林
公
園
く
つ
き
の
森

 

20
人

 �

帽
子
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、
サ
ン
ダ
ル

か
長
靴

 �

大
人
１
，５
０
０
円
、
小
中
学
生
５
０
０

円
＋
入
園
料（
大
人
２
０
０
円
、
小
中
学

生
１
０
０
円
）

 

７
月
24
日
㊌

 

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

 

森
林
公
園
く
つ
き
の
森

　

 （
３
８
）８
０
９
９

　

 （
３
８
）８
０
１
２

　

 asosatoyam
a@

ztv.ne.jp

ま
な
び
っ
こ
in
淡
海

学
校
に
泊
ま
ろ
う

　
テ
ン
ト
泊
体
験
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、

星
空
観
察
を
通
し
て
、
非
日
常
体
感
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

 

８
月
２
日
㊎ 

13
時
～
４
日
㊐ 

14
時

 �

淡
海
湖
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
旧
広

瀬
小
学
校
）

 

小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

 

20
人

 

１
０
，０
０
０
円

【
高
島
市
教
育
委
員
会
後
援
事
業
】

 

淡
海
湖
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 （
２
０
）９
０
３
３

映
画「
水み

な

俣ま
た

曼ま
ん

荼だ

羅ら

」上
映
会

　
映
画
を
鑑
賞
し
て
、
自
然
環
境
や
社
会

と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

 

８
月
３
日
㊏

 

朽
木
公
民
館

 

高
島
市
民
50
人

 �

前
売
３
，６
０
０
円
、

当
日
３
，９
０
０
円
、

学
生
・
障
が
い
者
割
引
３
，１
０
０
円

【
高
島
市
・
高
島
市
教
育
委
員
会
後
援
事
業
】

 

ま
か
ぬ
た
ね
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　

 

０
９
０（
９
０
５
７
）１
９
７
３

高
島
市
美
術
協
会
公
開
講
座

立
体
の
部

　
粘
土
で
頭
像
制
作（
塑そ

像ぞ
う

）に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

 �

８
月
３
日
㊏
、
４
日
㊐
、
17
日
㊏
、

18
日
㊐ 

９
時
～
15
時

 

安
曇
川
高
校

 �

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
す

る
高
校
生
以
上

 

先
着
10
人

 

人
物
モ
デ
ル
で
の
頭
像
制
作

 

１
，０
０
０
円（
４
日
間
通
し
て
）

 　
※
他
に
材
料
費
実
費
負
担

 

７
月
15
日
㊊

 �

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・

 �

高
島
市
美
術
協
会
公
開
講
座
立
体

の
部　
担
当
：
佐
々
木

　

 

０
９
０（
５
６
４
２
）７
４
１
３
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（秘密厳守・相談無料）相 談
相　談 日　時 場　所 内　容

■子育て・縁結び
　相談窓口

 �たかしま結びと育ちの 
応援団

 （２８）７２３３

毎週月～金曜日
　８時30分
　　～17時15分

こども若者応援ベース
（旧やすらぎ荘）

【子育て相談窓口】
　地域の身近な相談窓口として気軽にお立
ち寄りください。必要な支援につなぎます。

【縁結び相談窓口】
　結婚についての相談・出会いのお手伝い
をします。※お越しになる際にはご連絡く
ださい。

■ビジネスサポート
　相談会

 商工振興課
 （２５）８５１４

７月２日㊋、
16日㊋
　13時30分〜、
　15時〜

市役所新館
　さまざまな理由で経営や資金繰りに困っ
ている方などを対象に、どのようなお悩み
でも専門の中小企業診断士がお受けします。
▼申込方法　事前予約をしてください。

■�縁結び 
出張相談会
 �たかしま 
結びと育ちの応援団
 （２８）７２３３

７月５日㊎
　10時30分
　　〜15時30分

今津ヴォーリズ資料館

　「そろそろ婚活をはじめたい」と思って
いる方、「わが子の出会いのきっかけを」と
思っている方を対象に相談会を行います。
▼申込方法　事前予約をしてください。
　web予約も可能です。

■特設人権 
　なんでも相談所

 人権施策課
 （２５）８５２４

７月10日㊌
　13時30分
　　～16時

市役所新館
　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、 
人権に関わる問題で悩んでいませんか？
ひとりで悩まずに人権擁護委員にご相談 
ください。

■女性のため
　の相談室

 働く女性の家
 （２２）４０５２

７月13日㊏、
17日㊌、27日㊏
　13時30分
　　～16時20分
※相談時間は1人50分

働く女性の家
17日は観光物産プラザ

　あなたの生きづらさや不安について、市
外から女性カウンセラーを迎えて解決策を
一緒に探します。（定員：各日３人）
▼申込方法　事前予約をしてください。
　web予約も可能です。

■税理士による 
　無料税務相談会

 �公益社団法人 
今津納税協会

 （２５）７７１１

７月18日㊍
　13時30分
　　～16時30分

高島市商工会
北部センター

　相続や生前贈与にかかる税金の相談か
ら、消費税申告に関する疑問、商売を始め
られたときの税に関する手続きなどお気軽
にご相談ください。
▼申込方法　事前予約をしてください。

■地区別行政相談所
 市民課
 （２５）８０１８

７月19日㊎
　13時～16時 高島公民館

　国・県・市が行う行政に関わる相談を、
行政相談員がお受けし、問題解決に向け関
係行政機関につなぎます。予約は不要です。

■空き家活用相談会
 �高島市空き家活用促進 
協議会（市民協働課内）

 （２５）８５２６

７月20日㊏
　10時～12時 市役所本館

　市内の空き家所有者や、将来的に空き家
の所有者になる可能性のある方が、その活
用を気軽に相談できる場です。
※予約をされた方を優先します。

■一日年金相談所
 大津年金事務所
 077(521)1126

７月25日㊍
　10時～16時 今津老人福祉センター

　年金に関する相談を年金事務所職員がお
受けします。
▼�申込方法　事前予約をしてください。
　平日 ８時30分〜17時

■高島市 
　なんでも相談会

 高島市社会福祉協議会
 （２５）５７２０

７月26日㊎
　13時15分
　　〜16時30分

高島公民館

　多様な暮らしの中の困りごとに対し、そ
れぞれの専門分野の相談員が、その場でア
ドバイスをします。
▼申込方法　事前予約をしてくだい。
　平日 ８時30分〜17時30分
　○予約受付開始日 ７月１日㊊ ８時30分〜
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追
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催
し
ま
す
。
参
列
を
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

 

８
月
31
日
㊏ 

10
時
～
11
時
30
分

 

滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館

 

30
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

 �

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル（
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

 

７
月
31
日
㊌ 

消
印
有
効

・

 

滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策
課

　

 

０
７
７（
５
２
８
）３
５
１
４

　

 

０
７
７（
５
２
８
）４
８
５
０

　

 ea0003@
pref.shiga.lg.jp

　
〒
５
２
０
-８
５
７
７（
住
所
不
要
）

ち
ょっ
と
便
利
な
ス
マ
ホ
の
使
い
方

～
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
便
利
な
使
い
方

�

知
っ
て
い
ま
す
か
～

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
知
っ
て
お
く
と
ち
ょ
っ

と
便
利
な
ア
プ
リ
の
使
い
方
や
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
方
法
な
ど
を
知
り
、
安
全
・
安
心

に
使
え
る
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
を
学
び
ま

し
ょ
う
。（
全
３
回
同
内
容
）教
室
終
了
後
、

個
別
相
談
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

・

 �

９
月
６
日
㊎ 

今
津
公
民
館
、�

�

　
　
13
日
㊎ 

新
旭
公
民
館
、�

�

　
　
20
日
㊎ 

安
曇
川
公
民
館

　
　
　
　
　
各
日
10
時
～
11
時
30
分

 

10
人

 

７
月
31
日
㊌

 

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

・

 

社
会
教
育
課
ま
た
は
市
内
各
公
民
館

　

（
２
５
）８
５
６
１

　

（
２
５
）８
１
４
５

有
料
広
告

企画展「若者と戦争～未来の
子供達へ残し伝える記録～」

　戦争の悲惨さや平和の尊さについて考えて
いただく機会になることを願い、企画展を開
催します。

 �８月６日㊋～18日㊐ ８時30分～17時15分
 安曇川公民館
 ⃝�「滋賀県における戦争の記録」パネル展示

　 ⃝�戦争体験者の証言ＤＶＤの上映
　 ⃝�書籍、資料等の展示
※�お持ちの遺品等を企画展の展示品としてお

貸しいただける場合は７月26日㊎までにご
連絡ください。

「高島市戦争犠牲者を追悼し
平和を誓う市民の集い」

参列者募集
　すべての戦争犠牲者を追悼し、恒久的な平和
を願う心を次世代へつなぐ集いを開催します。

 ８月17日㊏ 14時～15時40分（予定）
 安曇川公民館
 ⃝献花・献歌

　 ⃝中学生戦跡訪問作文発表
　 ⃝平和都市宣言の朗読　等

（事前申込不要）

 社会福祉課　  （２５）８１２０
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※公演中止や公演内容の変更が生じる可能性があります。

ともしび文 化
情 報

昭和のうた♪ ピアノ弾き語りコンサート
　音楽療法士、岡本 仁司さんによる「高倉健の生き
方」をテーマにしたピアノ弾き語りコンサートを開
催します。
▶日時　７月10日水　13時30分開演
▶場所　藤樹の里文化芸術会館
▶料金　無料　　▶全席自由

 藤樹の里文化芸術会館　 （３２）２４６１

第16回 たかしま子ども美術展
　市内の４歳児から中学生までの平面作品約700
点を展示します。
▶期間　７月20日土～８月４日日　９時～17時
▶場所　藤樹の里文化芸術会館　展示室２
▶休館日　７月22日月、29日月
▶料金　無料

 藤樹の里文化芸術会館　 （３２）２４６１

高島市文化の支援事業　映画「お終活　熟春！人生、百年時代の過ごし方」上映会
　人生百年時代といわれる今、定年後に訪れる「熟年
の青春＝熟春」を明るく迎えるために人生整理に動き
出す家族の騒動を描く「笑って」「泣けて」「役に立つ」
ヒューマンコメディ。離婚秒読みの熟年夫婦を救っ
たのは…なんと“お終活”だった!?
▶日時　７月15日月　①10時30分～　②14時～
　　　　（２回上映）　※各回入れ替え制
▶場所　ガリバーホール
▶料金　一般1，000円、中学生以下800円、
　　　　当日200円増

▶全席自由
▶�チケット販売所　高島市民会館、藤樹の里文化芸

術会館、ガリバーホール、マキノ土に学ぶ里研修
センター、今津東コミュニティセンター、新旭公
民館、安曇川公民館、朽木公民館、安曇川世代交
流センター
 映画「お終活」上映事業実行委員会

　 （ガリバーホール）
　 （３６）０２１９

藤樹の里キッズアート２０２４ ～カラフルモビール～ 参加者募集中！！
　３日間かけて共同作品を作るアートプロジェクト
です。今年度は、吊るして揺れる彫刻・モビールを
作ります。
▶期間　８月７日水～９日金　９時30分～16時
▶場所　藤樹の里文化芸術会館　展示室１
▶対象　小学３年生以上　　▶定員　60人

▶参加料　一人1，000円
▶持ち物　�弁当、水筒、タオル、帽子、�  

汚れてもよい服・靴
▶申込締切　７月21日日
▶作品展示　８月10日土～18日日

 藤樹の里文化芸術会館　 （３２）２４６１

湖西地域の文化情報

■第33回湖西合唱祭
　市内８合唱団による合唱祭
を開催します。びわ湖ホール
声楽アンサンブルのゲスト公

演なども予定しています。
▼日時　７月21日日　13時30分～

▼場所　ガリバーホール　　 ▼料金　500円
 湖西合唱協会　池田

　 ０９０（８９３７）４２４４

■ギャラリー Cafe Cozy
～ドリームマルシェ　仲間６人展～　夢りぼん
　�“手編みバッグ、つまみ細工、ドライフラワー、

リメイク缶、レジン、籐雑貨 etc”

▼日時　７月１日月～14日日　10時～22時
「横山みち子　洋画展」～ざわめきを　かんじて～

▼日時　７月17日水～31日水　10時～22時
※火曜休、最終日は14時まで

 今津町舟橋2-8-10　 （２２）１４１４

謹んでお悔やみ申し上げます謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）（死亡）

お誕生おめでとう！（出生）

⃝バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。 
⃝窓口延長業務（19時まで）を行っています。
月 市役所本庁

◦�納期限までに納めましょう。納期限までに納付されない場合
は、督促手数料や延滞金が加算されます。

◦�口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。
◦�税金や各種料金のお支払いには、納め忘れのない 

口座振替が便利です。

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から
承諾をいただいた方のみ掲載しています。

人の動き（人口と世帯）
令和６年５月末日現在

人　口 ……………�45,291人

　・前月人口 …45,352人�（−61） 
　・前年同月人口 …46,072人�（−781）
男 …………………�22,111人
女 …………………�23,180人
世帯数 …………� 20,798世帯

窓口だより窓口だより人の動き
のたかしま

氏　名 性別

今　津
氏　名 性別

新　旭

氏　名 性別 年齢 ところ
マキノ

今　津

新　旭

氏　名 性別 年齢 ところ

安曇川

氏　名 性別 年齢 ところ

高　島

朽　木

氏　名 性別

安曇川

高　島

朽　木

7 月 納付のお知らせ月 納付のお知らせ
項　目 期　別 納期限

固 定 資 産 税 第２期

７月31日
国民健康保険税（普通徴収） 第２期
介 護 保 険 料（ 普 通 徴 収 ） 第４期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第１期
下水道使用料（4月～5月使用分） ７月期

令和６年５月１日から５月31日までの届出分（敬称略）

市制20周年記念
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待
ち
望
ま
れ
た
湖
西
線

開
通
祝
賀
の
催
し

　
国
鉄（
現
Ｊ
Ｒ
）湖
西
線
は
、
着
工
か

ら
７
年
後
の
昭
和
49
年（
１
９
７
４
）７

月
20
日
に
全
線
が
開
通
し
、
近
江
今
津

駅
で
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
時

40
分
、
小
旗
を
持
っ
た
今
津
町
内
の
小

学
生
約
５
０
０
人
と
小
学
校
鼓
笛
隊
、

中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
並
ぶ
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
開
通
式
が
始
ま
り
、
関
係

者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
い
て
く

す
玉
が
割
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ

い
よ
９
時
48
分
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と

の
ろ
し
の
号
砲
を
合
図
に
、
最
初
の
南

行
き
の
電
車
が
発
進
し
ま
し
た
。
こ
の

会
場
で
式
辞
を
の
べ
た
早
田
昌
二
今
津

町
長
は
、
翌
月
発
行
の「
町
報
い
ま
津
」

で
、「
夢
に
ま
で
見
た
国
鉄
湖
西
線
が
誕

生
し
ま
し
た
。
開
通
式
に
は
、
万
感
胸

に
迫
っ
て
、
祝
福
を
す
る
言
葉
に
戸
惑

う
ほ
ど
感
激
し
ま
し
た
。」と
そ
の
喜
び

を
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
開
通
式
の
後
も
今
津
町

内
で
終
日
盛
大
な
祝
賀
行
事
が
続
き
ま

し
た
。
町
内
小
学
校
鼓
笛
隊
に
加
え
、

京
都
女
子
高
校
バ
ト
ン
部
、
淀
川
高
校

吹
奏
楽
部
、
大
谷
高
校
吹
奏
楽
部
な
ど

の
関
西
吹
奏
楽
団
約
３
５
０
人
が
駅
前

で
の
演
奏
の
後
、
町
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、

夜
に
は
今
津
東
小
学
校
で
演
奏
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
日
の
19
日
に
は
前
夜
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
雨
天
の
た
め

予
定
さ
れ
て
い
た
駅
前
広
場
か
ら
今
津

東
小
学
校
講
堂
に
な
り
ま
し
た
が
、
湖

西
線
沿
線
各
地
の「
ふ
る
さ
と
の
踊
り
」

と「
高
島
音
頭
総
踊
り
」が
披
露
さ
れ
、

そ
の
よ
う
す
は
び
わ
湖
放
送
が
収
録
を

す
る
と
い
う
注
目
ぶ
り
で
し
た
。

湖
西
線
の
建
設
工
事

　
国
鉄
湖
西
線
建
設
の
計
画
が
具
体
化

し
た
の
は
昭
和
30
年（
１
９
５
５
）頃
の

こ
と
で
し
た
。
北
陸
か
ら
湖
西
地
方
を

通
っ
て
東
海
道
線
へ
つ
な
ぐ
バ
イ
パ
ス

路
線
の
建
設
を
検
討
し
て
い
た
国
鉄
の

事
情
と
地
元
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
昭
和

39
年
６
月
に
湖
西
線
は
工
事
線
に
決
定

し
、
沿
線
の
状
況
調
査
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
当
時
、
湖
西
の
地
に
は
浜
大
津

と
近
江
今
津
を
結
ぶ
江
若
鉄
道
が
走
っ

て
い
ま
し
た
が
、
交
渉
の
結
果
、
江
若

線
路
の
多
く
を
国
鉄
が
買
い
上
げ
、
湖

西
線
の
用
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
昭
和
42
年
１
月
に
起
工
式
が

行
わ
れ
、
建
設
工
事
が
実
際
に
進
み
だ

す
と
、
用
地
買
収
問
題
の
他
、
湧
水
の

多
い
軟
弱
地
形
で
の
隧ず

い
ど
う道

建
設
、
大
規

模
な
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
建
設
な
ど
数
々
の
課
題
が
持

ち
上
が
り
、
難
し
い
工
事
が
続
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

開
業
後
の
賑
わ
い

　
開
通
直
後
の
沿
線
の
賑
わ
い
は
、
た

び
た
び
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。
７
月
24
日
の
朝
日
新
聞
に

よ
る
と
、
20
日
か
ら
23
日
の
近
江
今
津

駅
で
売
れ
た
切
符
は
３
万
枚
に
の
ぼ

り
、
応
援
を
含
め
た
30
人
の
駅
員
が
業

務
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
安
曇
川
駅

と
近
江
高
島
駅
は
釣
り
客
や
水
泳
客
ら

で
賑
わ
い
、
３
日
間
で
５
千
人
近
い
人

が
駅
を
利
用
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
マ
キ

ノ
・
今
津
地
域
の
民
宿
は
満
員
札
止
め

で
、
各
町
の
役
場
に
は
宿
泊
場
所
の
問

い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て
い
る
、
と
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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建設中の湖西線（今津町住吉付近）

今回の７月号は湖西線が開
通50周年を迎えるというこ
とで、表紙や特集ページをは

じめ、湖西線ネタが至るところで登
場します。私たちの生活を支える公
共交通機関として、活躍してきた湖
西線を今後も守り続けるために、こ
の夏は湖西線に乗ってさまざまな場
所にお出かけするのも良いかもしれ
ませんね。そして、７月20日にはた
くさんのイベントが開催予定なので
ぜひ楽しんでください！ (K)
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